
 

 

 

 

 

学年 中学校 第３学年 教科等 国 語 

単元名 君待つと――万葉・古今・新古今 

個別最適な学びに向けた工夫 

身につけさ 

せたい力 

和歌を現代詩としてアレンジして写真などと組み合わせて味わう 

いつの時代も変わらない普遍的なものの見方や考え方に気づく 

工夫 ①和歌集の中から和歌を選ぶ。（教科書以外のものも可。インターネット検索可。） 

②選んだ和歌を現代詩にする。（十分な時間を確保する） ⇒ 生徒の実態に応じて、教師が支援する。 

③その歌が表現している情趣・感情（歌の核心）は何か。鍵になる語句や表現に注目して解説を作成する。 

④イメージに合う写真を撮ったり、インターネットで検索して、組み合わせる。（生徒個々の進度に応じて） 

⑤グループで発表 ⇒ 完成した作品は、クラスルームで共有する。 

 

 

 

学年 小学校 第２学年 教科等 体 育 

単元名 跳び箱を使った運動遊び～忍者でござる！修行でござる！跳び箱ランドで忍者修行～ 

個別最適な学びに向けた工夫 

身につけさ 

せたい力 

・友達のよい動きを見付けたり，考えたりしたことを友達に伝えること 

・自分の力に合った場で、自分の動きをレベルアップすることができること 

工夫 ①単元で身につけさせたい力の内容に即した「感覚つくりの運動」の時間を大切にし、運動が苦手な児童も「で

きた」という達成感を味わえるようにする。 ⇒ 一人一人の伸びを教師が称賛する。 

②チャレンジタイムとして、自分の力に合った場で挑戦をする。 

 ・落とし穴の場・・・落とし穴の距離を変えたり、障害物の数を変えたりする 

 ・丸太の場・・・・・跳び箱で丸太を作り、その長さを変える 

 ・城上りの場・・・・ステージ（城）に上るまでの跳び箱の高さを変える 

 

 

 

 

 

 

令和５年度 学力向上に係る効果的な取組事例 

「個別最適な学び」を目指した取組事例 

春日部市教育委員会 

 
実践１ 

 

ICTを活用し、個別最適な学びを実現 

自力解決 相談 発表 

実践２ 

 

自分に合った場を選び、個別最適な学びを実現 

落とし穴の場 丸太の場 

城上りの場 

良い動きを子供どう

しで称賛する。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 社会教育課生涯学習担当指導主事を指導者として、「Chromebook 活用

研修会」「プログラミング教育入門研修」「情報モラル教育研修会」等を

希望する教員に実施している。 

 教員がタブレット端末の基本的な操作や授業で子供たちの学習に活用

することができるアプリケーション等について研修し、指導力向上を図

っている。 

 

 児童生徒だけでなく、教職員も

個別最適な学びができる環境を

整えている。 

 このほか、各校の情報教育推進

者を中心とした「ICT管理研修会」

「ICT活用研修会」を実施してい

る。 

事例１ 

 

事例２ 

 

春日部市教育研究員協議会（情報部会）による「春日部モデル」の作成 

Chromebook活用研修会等の実施 希望研修 

低・中・高学年・中学校のそれぞれの

発達段階に応じた４分類（「活動スキ

ル」「探求スキル」「プログラミング」

「情報モラル・情報セキュリティ」）

を体系的にまとめている。 

春日部市では、児童生徒に身に付けさせたい情報活用能力を体系的にまとめた「春日部モデル」の作成を進め

ている。 

各学校で年間指導計画に位置づけ、授業や校内研修等で活用される

よう、啓発をしていくとともに、完成後も毎年ブラッシュアップをし

ていく予定である。 

また、春日部モデルと優れた授業実践をリンクさせていく。 


